
(57)【要約】

【課題】スプリンクラヘッドが暴発等により開放した場

合でも、このスプリンクラヘッドから流出する水の量を

大幅に減らすことのできる湿式のスプリンクラ消火設備

を提供する。

【解決手段】二次側配管４にスプリンクラヘッド５を接

続し、二次側配管４内に消火用水を充水したスプリンク

ラ消火設備において、吸引ポンプ１３によって真空吸引

された負圧配管１０と、この負圧配管１０と二次側配管

４を接続する常時は閉じられた開閉弁２５とを設けた。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
二 次 側 配 管 に ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド を 接 続 し 、 該 二 次 側 配 管 内 に 消 火 用 水 を 充 水 し た ス プ リ
ン ク ラ 消 火 設 備 に お い て 、
吸 引 ポ ン プ に よ っ て 真 空 引 き さ れ た 負 圧 配 管 と 、 該 負 圧 配 管 と 前 記 二 次 側 配 管 を 接 続 す る
常 時 は 閉 じ ら れ た 開 閉 弁 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る ス プ リ ン ク ラ 消 火 設 備 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 二 次 側 配 管 内 の 圧 力 低 下 を 検 知 す る 検 知 手 段 と 、 前 記 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド と 同 じ 防 護
区 域 に 設 置 さ れ た 火 災 感 知 器 と 、 該 火 災 感 知 器 が 動 作 せ ず 前 記 検 知 手 段 が 動 作 し た と き の
み 前 記 開 閉 弁 を 開 放 さ せ る 制 御 手 段 と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス プ リ ン
ク ラ 消 火 設 備 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 検 知 手 段 を 、 前 記 開 閉 弁 の 二 次 側 配 管 側 に 設 け た ア ク セ ラ レ ー タ 及 び 圧 力 ス イ ッ チ に
よ っ て 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の ス プ リ ン ク ラ 消 火 設 備 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 吸 引 ポ ン プ は 真 空 ポ ン プ で あ り 、 該 真 空 ポ ン プ を 真 空 タ ン ク を 介 し て 前 記 負 圧 配 管 に
接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の ス プ リ ン ク ラ 消 火 設 備 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ス プ リ ン ク ラ 消 火 設 備 に 係 り 、 さ ら に 詳 し く は 、 二 次 側 配 管 内 に 常 時 水 が 充 水
さ れ た 湿 式 の 予 作 動 式 ス プ リ ン ク ラ 消 火 設 備 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
こ の 種 の ス プ リ ン ク ラ 消 火 設 備 に 、 開 放 弁 の 二 次 室 側 を 一 次 室 側 よ り 低 圧 で 、 か つ 一 次 室
側 と は 無 関 係 に 外 部 に 流 出 す る 流 体 を 二 次 室 側 に 封 入 し た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献
１ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 平 ７ － １ ２ ３ ８ ２ 号 公 報 （ 第 ２ ～ 第 ３ 頁 、 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
特 許 文 献 １ に 記 載 の ス プ リ ン ク ラ 消 火 設 備 は 、 二 次 側 に 常 時 充 水 し て い る た め 、 火 災 時 に
ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド が 開 放 す る と 直 ち に 放 水 で き る と い う 利 点 が あ る 。 し か し 、 い わ ゆ る
不 時 放 水 、 つ ま り 火 災 で も な い の に か か わ ら ず 、 外 力 等 に よ っ て ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド が 暴
発 し て 開 放 し て し ま う と 、 そ の 場 合 に も 二 次 側 に 充 水 し た 水 が 流 出 し て し ま う た め 、 水 損
を 生 じ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド が 暴 発 等 に よ
り 開 放 し た 場 合 で も 、 当 該 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド か ら 流 出 す る 水 の 量 を 大 幅 に 減 ら す こ と の
で き る 湿 式 の ス プ リ ン ク ラ 消 火 設 備 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
（ １ ） 本 発 明 は 、 二 次 側 配 管 に ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド を 接 続 し 、 該 二 次 側 配 管 内 に 消 火 用 水
を 充 水 し た ス プ リ ン ク ラ 消 火 設 備 に お い て 、 吸 引 ポ ン プ に よ っ て 真 空 引 き さ れ た 負 圧 配 管
と 、 該 負 圧 配 管 と 前 記 二 次 側 配 管 を 接 続 す る 常 時 は 閉 じ ら れ た 開 閉 弁 と を 備 え た も の で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ ２ ） 上 記 （ １ ） の 二 次 側 配 管 内 の 圧 力 低 下 を 検 知 す る 検 知 手 段 と 、 前 記 ス プ リ ン ク ラ ヘ
ッ ド と 同 じ 防 護 区 域 に 設 置 さ れ た 火 災 感 知 器 と 、 該 火 災 感 知 器 が 動 作 せ ず 前 記 検 知 手 段 が
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動 作 し た と き の み 前 記 開 閉 弁 を 開 放 さ せ る 制 御 手 段 と を 設 け た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ ３ ） 上 記 （ ２ ） の 検 知 手 段 を 、 前 記 開 閉 弁 の 二 次 側 配 管 側 に 設 け た ア ク セ ラ レ ー タ 及 び
圧 力 ス イ ッ チ に よ っ て 構 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ ４ ） 上 記 （ １ ） ～ （ ３ ） の い ず れ か の 吸 引 ポ ン プ は 真 空 ポ ン プ で あ り 、 該 真 空 ポ ン プ を
真 空 タ ン ク を 介 し て 前 記 負 圧 配 管 に 接 続 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る ス プ リ ン ク ラ 消 火 設 備 の 配 管 系 統 図 で あ る 。
図 に お い て 、 １ は 建 物 の 上 下 方 向 に 設 置 さ れ 、 下 部 が 送 水 ポ ン プ ７ を 介 し て 消 火 水 槽 ８ に
接 続 さ れ た 主 配 管 で 、 各 階 ご と に 分 岐 管 ２ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 分 岐 管 ２ に は 流 水 検 知
機 能 を 備 え 、 後 述 の 制 御 盤 ２ ０ に よ り 開 閉 が 制 御 さ れ る 常 時 は 閉 じ ら れ た 予 作 動 弁 ３ （ 以
下 、 主 開 閉 弁 ３ と い う ） の 一 次 側 が 接 続 さ れ て い る 。 こ の 主 開 閉 弁 ３ は 、 火 災 信 号 と 二 次
側 配 管 の 圧 力 低 下 と で 開 放 す る 弁 で あ る 。 弁 体 開 放 時 に は 流 水 現 象 を 検 知 し て 、 圧 力 低 下
信 号 を 制 御 盤 ２ ０ に 送 出 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
４ は 主 開 閉 弁 ３ の 二 次 側 に 接 続 さ れ 、 各 防 護 区 域 に 設 置 さ れ た 二 次 側 配 管 で 、 ス プ リ ン ク
ラ ヘ ッ ド ５ が 接 続 さ れ て い る 。 ６ は ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド ５ と 同 じ 防 護 区 域 に 設 置 さ れ た 火
災 感 知 器 で あ る 。 な お 、 以 下 の 説 明 で は 、 主 配 管 １ 及 び 分 岐 管 ２ を 合 わ せ て 一 次 側 配 管 と
い う こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
１ ０ は 建 物 の 上 下 方 向 に 設 置 さ れ た 負 圧 配 管 で 、 下 部 は 常 時 は 開 放 さ れ た 常 開 弁 １ ２ を 介
し て 真 空 タ ン ク １ １ に 接 続 さ れ て お り 、 真 空 タ ン ク １ １ は 吸 引 ポ ン プ で あ る 真 空 ポ ン プ １
３ に 接 続 さ れ て い る 。 １ ４ は 真 空 タ ン ク １ １ と 真 空 ポ ン プ １ ３ と の 間 に 設 け ら れ た 制 御 盤
、 １ ５ は 同 じ く 圧 力 ス イ ッ チ 、 １ ６ は 常 時 は 閉 じ ら れ た 排 水 弁 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
２ ０ は 制 御 手 段 で あ る 制 御 盤 、 ２ １ は 火 災 受 信 機 、 ２ ２ は ポ ン プ 制 御 盤 で あ る 。 ２ ３ は 主
開 閉 弁 ３ の 下 流 側 に お い て 、 二 次 側 配 管 ４ と 負 圧 配 管 １ ０ を 接 続 す る 接 続 管 で 、 常 時 は 閉
じ ら れ た 開 閉 弁 ２ ５ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 開 閉 弁 ２ ５ 及 び 主 開 閉 弁 ３ は 制 御 盤 ２ ０ か ら
の 信 号 に よ り 開 放 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
２ ６ は 主 開 閉 弁 ３ の 下 流 側 に お い て 二 次 側 配 管 ４ （ 又 は 接 続 管 ２ ３ ） に 接 続 さ れ た ア ク セ
ラ レ ー タ （ 急 速 開 放 装 置 ） 、 ２ ７ は ア ク セ ラ レ ー タ ２ ６ に 接 続 さ れ 、 二 次 側 配 管 ４ 内 の 圧
力 低 下 を 検 知 す る 圧 力 ス イ ッ チ で 、 そ の 出 力 信 号 （ 圧 力 低 下 信 号 ） は 制 御 盤 ２ ０ へ 送 ら れ
る 。 な お 、 ア ク セ ラ レ ー タ ２ ６ と 圧 力 ス イ ッ チ ２ ７ と に よ り 、 圧 力 の 検 知 手 段 を 構 成 す る
。 こ こ で 、 ア ク セ ラ レ ー タ と は 、 常 時 圧 力 （ 本 発 明 で は 、 二 次 側 配 管 内 の 圧 力 ） を 監 視 し
て お り 、 温 度 変 化 な ど の 緩 慢 な 圧 力 変 化 に は 応 動 し な い が 、 例 え ば 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド
の 開 放 時 な ど の よ う に 、 急 激 な 圧 力 低 下 を 生 じ た 場 合 は 、 こ れ を 検 知 す る 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 火 災 感 知 器 ６ か ら の 火 災 信 号 は 火 災 受 信 機 ２ １ に 送 ら れ 、 火 災 受 信 機 ２ １ は こ の 火
災 信 号 を 制 御 盤 ２ ０ 及 び ポ ン プ 制 御 盤 ２ ２ に 送 信 す る 。 な お 、 送 水 ポ ン プ ７ の 駆 動 は 、 ポ
ン プ 制 御 盤 ２ ２ か ら の 信 号 に よ っ て 制 御 さ れ る 。
３ ０ は 建 物 の 上 下 方 向 に 設 置 さ れ た 排 水 配 管 で 、 各 主 開 閉 弁 ３ に 接 続 さ れ て お り 、 下 部 は
下 水 道 等 に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 本 発 明 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
監 視 状 態 に お い て は 主 開 閉 弁 ３ は 閉 じ ら れ て お り 、 二 次 側 配 管 ４ 内 に は 消 火 用 水 が 充 水 さ
れ て い る 。 ま た 、 負 圧 配 管 １ ０ 内 は 真 空 ポ ン プ １ ３ に よ り 真 空 引 き さ れ 、 所 定 の 負 圧 に 維
持 さ れ て い る 。 な お 、 負 圧 配 管 １ ０ 内 の 負 圧 状 態 は 圧 力 ス イ ッ チ １ ５ に よ り 常 時 監 視 さ れ
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て お り 、 負 圧 状 態 が 低 下 し た と き は 制 御 盤 １ ４ の 指 令 に よ り 真 空 ポ ン プ １ ３ が 駆 動 さ れ 、
常 時 所 定 の 負 圧 状 態 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
警 戒 区 域 に 火 災 が 発 生 す る と 、 こ れ を 検 知 し た 火 災 感 知 器 ６ が 火 災 受 信 機 ２ １ に 火 災 信 号
を 送 り 、 火 災 受 信 機 ２ １ は こ れ に 基 い て 制 御 盤 ２ ０ 及 び ポ ン プ 制 御 盤 ２ ２ に 火 災 信 号 を 出
力 し 、 制 御 盤 ２ ０ は 主 開 閉 弁 ３ に 制 御 信 号 を 送 り 、 こ れ を 開 放 制 御 す る 。
つ い で 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド ５ が 動 作 （ 開 放 ） す る と 、 二 次 側 配 管 ４ 内 に 充 水 さ れ た 消 火
用 水 が 放 水 さ れ る 。 消 火 用 水 が 放 水 さ れ る と 二 次 側 配 管 ４ 内 の 圧 力 が 急 激 に 低 下 す る の で
、 ア ク セ ラ レ ー タ ２ ６ の 圧 力 ス イ ッ チ ２ ７ が こ れ を 検 知 し て 制 御 盤 ２ ０ に 圧 力 低 下 信 号 を
送 る 。 ま た 、 二 次 側 配 管 ４ 内 の 圧 力 低 下 に よ り 主 開 閉 弁 ３ が 開 放 し 、 主 開 閉 弁 ３ か ら も 制
御 盤 ２ ０ に 圧 力 低 下 信 号 が 送 ら れ る 。 こ こ で 、 図 示 し な い 圧 力 空 気 槽 が 配 管 内 の 圧 力 低 下
を 検 知 し て 送 水 ポ ン プ ７ が 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
送 水 ポ ン プ ７ に よ っ て 送 ら れ た 一 次 側 配 管 の 消 火 用 水 は 二 次 側 配 管 ４ へ 送 水 さ れ 、 ス プ リ
ン ク ラ ヘ ッ ド ５ か ら 放 水 し て 消 火 す る 。
な お 、 火 災 感 知 器 ６ か ら の 火 災 信 号 と 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド ５ の 開 放 に よ る 検 知 手 段 か ら
の 圧 力 低 下 信 号 と の 両 者 が 制 御 盤 ２ ０ に 入 力 し た と き に 、 は じ め て 主 開 放 弁 ３ を 開 放 さ せ
、 一 次 側 配 管 の 消 火 用 水 を 二 次 側 配 管 ４ に 送 水 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
外 力 等 に よ り ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド ５ が 暴 発 す る と 、 火 災 で は な い の に そ の ス プ リ ン ク ラ ヘ
ッ ド ５ か ら 二 次 側 配 管 ４ 内 の 消 火 用 水 が 不 時 放 水 さ れ る が 、 こ れ に よ っ て 生 じ る 二 次 側 配
管 ４ 内 の 圧 力 低 下 を 、 ア ク セ ラ レ ー タ ２ ６ の 圧 力 ス イ ッ チ ２ ７ が す 早 く 検 知 し て 圧 力 低 下
信 号 を 制 御 盤 ２ ０ に 送 信 す る 。 制 御 盤 ２ ０ は 火 災 信 号 が な く 圧 力 低 下 信 号 だ け が 送 ら れ た
場 合 は 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド ５ の 故 障 （ 暴 発 ） と 判 断 し て 開 閉 弁 ２ ５ に 信 号 を 送 り 、 こ れ
を 開 放 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
開 閉 弁 ２ ５ が 開 放 さ れ る と 、 二 次 側 配 管 ４ 内 の 消 火 用 水 は 接 続 管 ２ ３ を 介 し て 負 圧 配 管 １
０ に 吸 引 さ れ 、 吸 引 さ れ た 消 火 用 水 は 常 開 弁 １ ２ を 介 し て 真 空 タ ン ク １ １ に 送 ら れ 、 貯 留
さ れ る 。 な お 、 真 空 タ ン ク １ １ 内 に 溜 っ た 水 は 、 排 水 弁 １ ６ を 開 い て 排 水 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う に 、 制 御 盤 ２ ０ は 、 二 次 側 配 管 ４ の 圧 力 低 下 信 号 の み を 受 信 し 、 火 災 感 知 器 ６ か
ら の 火 災 信 号 を 受 信 し な い 場 合 は 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド ５ の 故 障 と 判 断 し て 二 次 側 配 管 ４
内 の 消 火 用 水 を 負 圧 配 管 １ ０ に 吸 引 す る よ う に し た の で 、 暴 発 な ど に よ っ て ス プ リ ン ク ラ
ヘ ッ ド ５ か ら 放 水 さ れ る 消 火 用 水 を ご く 少 量 に と ど め る こ と が で き 、 水 損 を 防 止 す る こ と
が で き る 。 な お 、 真 空 ポ ン プ １ ３ は 真 空 タ ン ク １ １ を 介 し て 負 圧 配 管 １ ０ に 接 続 さ れ て い
る た め 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド ５ の 不 時 放 水 時 に 二 次 側 配 管 ４ 内 の 消 火 用 水 が 負 圧 配 管 １ ０
に 引 き 込 ま れ る と 、 そ の 水 は 真 空 タ ン ク １ １ 内 に 貯 留 さ れ る の で 、 吸 引 し た 水 に よ っ て 真
空 ポ ン プ １ ３ が 損 傷 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 制 御 盤 ２ ０ か ら の 信 号 で 主 開 閉 弁 ３ を 開 放 さ せ る よ う し た が 、 手 動 で
主 開 閉 弁 ３ を 開 放 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 主 開 閉 弁 ３ を 通 常 の ス プ リ ン ク ラ 消 火 設
備 に 使 用 す る 逆 止 弁 に 置 き 換 え て も よ い 。 さ ら に 、 専 用 の 負 圧 配 管 を 設 け ず に 排 水 管 ３ ０
に 真 空 ポ ン プ を 接 続 し 、 真 空 引 き す る よ う に し て も よ い 。 な お 、 二 次 側 配 管 ４ 又 は 接 続 管
２ ３ に 圧 力 ス イ ッ チ を 設 け る こ と で 、 二 次 側 配 管 ４ 内 の 圧 力 低 下 を 検 知 す る よ う に し て も
よ い が ア ク セ ラ レ ー タ ２ ６ を 介 し て 圧 力 ス イ ッ チ ２ ７ を 設 け る こ と で 、 圧 力 低 下 を よ り 早
く 検 知 で き 、 そ の 分 水 損 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 湿 式 の ス プ リ ン ク ラ 消 火 設 備 に お い て 、 吸 引 ポ ン プ に よ っ て 真 空 引 き さ れ た 負
圧 配 管 と 、 こ の 負 圧 配 管 と ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド が 接 続 さ れ た 二 次 側 配 管 を 接 続 す る 常 時 は
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閉 じ ら れ た 開 閉 弁 と を 備 え た の で 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド が 暴 発 等 に よ り 不 時 放 水 し た と き
は 、 開 閉 弁 を 開 放 し て 二 次 側 配 管 内 の 水 を 負 圧 配 管 に 吸 引 す る こ と に よ り 、 ス プ リ ン ク ラ
ヘ ッ ド か ら 流 出 す る 水 に よ る 水 損 を 大 幅 に 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ア ク セ ラ レ ー タ
を 設 け た の で 、 二 次 側 配 管 の 圧 力 低 下 を 素 早 く 検 知 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る ス プ リ ン ク ラ 消 火 設 備 の 配 管 系 統 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 主 配 管 、 ３ 　 主 開 閉 弁 、 ４ 　 二 次 側 配 管 、 ５ 　 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド 、 ６ 　 火 災 感 知 器
、 ７ 　 送 水 ポ ン プ 、 １ ０ 　 負 圧 配 管 、 １ １ 　 真 空 タ ン ク 、 １ ３ 　 真 空 ポ ン プ 、 ２ ０ 　 制 御
盤 、 ２ １ 　 火 災 受 信 機 、 ２ ２ 　 ポ ン プ 制 御 盤 、 ２ ５ 　 開 閉 弁 、 ２ ６ 　 ア ク セ ラ レ ー タ 、 ２
７ 　 圧 力 ス イ ッ チ 、 ３ ０ 　 排 水 管 。
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